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JA北魚沼GAP部会の取組

ＪＡ北魚沼ＧＡＰ部会事務局 ＪＡ北魚沼営農指導課



2

JA北魚沼(GAP部会事務局)の概要

魚沼産米
5市2町で生産

魚沼産コシヒカリ
全生産量約 70,000t

JA北魚沼取扱量
約 7,000t
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～ 風 土 ～
県内でも有数の豪雪地帯で、越後三山を背景に鮎漁の盛んな清流魚野

川や悠々と流れる日本一の大河信濃川など、自然に恵まれた緑豊かな農
村地帯であり、田植え・稲刈り体験や魚沼市から行く尾瀬ルートなど毎
年、多くの観光客が訪れています。
魚沼市、長岡市川口地区を合わせた総面積は約1,000km2、耕地面積は

約4,000haで、農業は稲作が中心です。
日本一と評される「魚沼産コシヒカリ」や堀之内の「ユリ」栽培が有

名です。
また、「八色すいか」「深雪なす」「うるい」「ふきのとう」「タラ

の芽」 「モロヘイヤ」 「えのき茸」などの特産品も数多くあり、全国
に出荷しています。

第3回うおぬま百菜花ん写真コンテスト
最優秀作品賞 八木 利夫 「帰り道で見たユリ」

第1回うおぬま百菜花ん写真コンテスト
入賞 荒井 キミ 「真冬 つかの間の時」



～ 事業量 ～

販売品販売高 55 億 14 百万円

（
内
訳
）

米 25 億 19 百万円

花き 15 億 55 百万円

畜産物 4 億 78 百万円

園芸特産品 9 億 60 百万円

貯金残高 803 億 41 百万円

貸出金残高 303億 25 百万円

共済保有高 4,124 億 12 百万円

購買品供給高 58 億 50 百万円
H26.2.1現在
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利雪型米穀低温貯蔵施設（平成24年8月完成）

◆ JAとしては最大級の施設

◆ ラックシステムにより集荷区分の細分化。

◆ 集荷した北魚沼産コシヒカリは、雪の冷

気を利用した低温貯蔵庫に保管。

◆ 毎年、1～2月に雪の入れ替えを実施

○ 鮮度・食味保持効果
○ 年間76ｔのCO2削減効果

○ 他産地との差別化
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～ 取組の例 ～



◆ 平成21年度～ 生産者の取り組み点検シート

→ 取組（草刈りの徹底等）の把握

◆ 平成22年度 ～ 生産工程管理点検シート

→ 生産者の取り組み把握＋ 必要最低限の項目

◆ 平成24年度 ～ G-GAP認証取得

→ １法人 約６ha
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「JA北魚沼」のGAP取組

団体認証
を検討

より多くの農場で
農作業の安全性向上

etc
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団体認証に取り組むにあたり

安全な農産物の供給、農作業の安全性向上

○ 事務局と農場で「管理点と適合基準」を役割分担し、
分かりやすい農場用マニュアルの作成

○ 迅速でこまめな情報提供（既存携帯メール情報の活用）
○ 推進アイテムの充実
○ 十二分な研修会の開催

目的

より多くの農場に参加してもらう
ために「どんな仕組みにするか」

ポイント

農場の負担軽減、意欲向上
分かりやすい「仕組み」



農 場 用
管理点と
適合基準

農場用マニュアル（穀物）

団体事務局用
管理点と
適合基準 事務局用マニュアル（団体管理）

事務局で対応できる事項は事務局で対応

事務局用マニュアル（穀物）
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役割分担（マニュアルの構成）

農場

事務局



○ 分野別に構成

○ 大きな文字

○ 横文字などの「単語」は

出来る限り使わない

○ 地元でしか通じない「単

語」でも分かりやすいもの

は使用

※マニュアルは部外秘
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農場用マニュアル

魚沼農業普及指導センター協力の
もと農場用マニュアル（通称「緑ファイ

ル」）を平成２４年１２月に完成



既存の携帯メール稲作情
報提供システム（約８５０
名登録）を活用し、研修会
案内、書類の提出、注意事
項などを部会員に情報提供

※ 基本的に事務局からの全
ての連絡は携帯メール
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携帯メールの活用



共通的な看板は、魚沼農業
普及指導センターの作成し
た「はじめてのGAP」添付資
料を活用 11

推進アイテムの充実
～（例）共通看板～

JA北魚沼GAP部会オリジナル看板は

事務局で作成



約２０農場が
参加希望

平成２４年１２月 「JA北魚沼GAP部会」発足

併せて、参加農場の募集
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参加農場の募集

平成24年12月3日 GAP推進研修会（魚沼農業普及指導センター主催）

GAPに強い関心がある方は少なく「多少は関心あ
る」「とりあえず勉強してみる」などの農場が大半
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農場用研修会
平成24年12月26日、平成25年1月11日 GAPスタート研修会（JA北魚沼主催）

平成25年2月12日、2月27日、3月6日

GAP実践研修会（魚沼農業普及指導センター主催）

関係機関協力のもと、年間１０回以上研修会を開
催（最初の１年間では２０回実施）
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指導者研修

平成25年3月14日、3月15日
指導者研修会（魚沼農業普及指導センター主催）

平成25年6月20日 指導者研修会（魚沼農業普及指導センター主催）

JA営農指導員（指導者）
のレベルアップに向け地
区担当営農指導員も指導
者研修会に参加

指導者研修会にも
農場が積極的に参加
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特徴的な支援
魚沼農業普及

指導センター等
と調整し、バラ
ンスの良い研修
会の開催

魚沼市の協力
による的確な
「ほ場地図
等」の作成

○ 事務局（JA）主催による出
張講習会（フォークリフト講習会

等）の企画・開催

○ 共通的に必要な物品（飛散防

止蛍光灯、防油堤等）の共同発注

JA北魚沼GAP部会の特徴（参加
農場が多数）を活かし、

平成25年11月6,7,8日
フォークリフト講習会（JA北魚沼主催）



○ 初年度の１７農場に対する内部監
査は、事務局（JA）に有資格者がい
ないため外部へ委託

○ 外部委託した農場内部監査も研修
（勉強）の一環と考え、全内部監査
に営農指導員が同行
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内部監査

～事務局（JA）の内部監査体制の整備～

○ 平成２５年８月にJA北魚沼から５名がJGAP指導員基礎研
修を受講（全員合格）

平成25年産から農場の内部監査が可能になった(内部監査補佐役)

○ 今後は、農場内部監査の能力向上、内部監査実施経験者
の増加等による体制強化を図る
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取組開始から７ヶ月で初検査
～平成２５年７月～

JA北魚沼GAP部会では、検査も研修（勉強）の一環
と考え、多くの農場が検査に同行。



平成２５年８月団体認証取得

平成25年9月10日 JGAP団体認証取得報告会
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参加農場数１７農場
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複数のテレビ、新聞等で紹介
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うおぬま百菜花ん（JA直売所）
でもJGAP認証米を販売

農場の意欲向上
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取組の強化・拡大
○ 平成２５年８月にJA北魚沼から５名がJGAP指導員基礎
研修合格（農場の内部監査体制整備）

○ 事務局、農場が協力して視察受け入れ対応

→ 視察受け入れも研修（勉強）の一環

○ 新規JA北魚沼GAP部会参加希望者等への指導による認
証拡大

平成２５年３月に５農場追加認証取得
→ JA北魚沼GAP部会は２２農場に拡大

平成２５年３月に精米工程の認証取得

平成２６年７月現在、複数の農場が新規参
加を希望し、取組を開始
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更なる発展に向け

○ 更なるJA北魚沼GAP部会
への参加農場の拡大

○ JA北魚沼GAP部会参加農
場のレベル底上げ(取組格
差の縮小)

○ JA北魚沼GAP部会参加農
場同士の協力体制、情報共
有の強化

○ 地域全体へのGAP取組みの波及(農作業安全等の拡大)

○ GAP認証米の販売拡大



ご清聴ありがとうございました
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第3回うおぬま百菜花ん写真コンテスト 魚沼絶景賞 星 義廣 「魚沼夕景」

第3回うおぬま百菜花ん写真コンテスト 魚沼絶景賞 星 正太郎 「水鏡」


